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ディプロマポリシー、修得目標と
の関連／Diploma Policy/Learning
Outcome

要件所属・要件年月／Course Name・
Requested Month and Date

ディプロマポリシー、修得目標
／Diploma Policy/Learning Outcome

DP値／DP
Point

経済学部地域経済学科(202204)
[A5] 人文科学、社会科学、自然科学について幅
広い関心と知識を活用して社会を多角的に説明す
る

1

[B13] さまざまな文化に関する知識をもって各地
域に共通する問題を解決するための提案ができる

1

理工学部機械・精密システム工学科
(202204)

[A1] 人文科学，社会科学，自然科学の幅広い知
識から，人類や社会の福祉 増進について考察・
判断することができる

1

[D14] 異なる文化や伝統に関する知識をもって、
多様な考え方を受け入れて判断することができる

1

理工学部航空宇宙工学科(202204)
[A4] 人文科学、社会科学、自然科学に関する知
識を習得し、専門的な活動に活用できる

1

[A8] 航空宇宙分野の問題において、広い分野か
らの知識をもって問題を判断できる

1

理工学部情報電子工学科(202204)
[A3] 多様な背景をもつ人々に対する理解や想像
力を柔軟に育みつづけることができる

1

[C10] 人間と社会と環境の関係の重要性を、人文
科学・社会科学・自然科学の知識を元に理解する
ことができる

1

理工学部バイオサイエンス学科
(202204)

[A1] 専門的な知識にのみに偏らず、豊かな教養
を身につけている（一般教養）

1

[A4] あらゆる生命を大切にし、多様な生命との
共存を意識して行動できる（生命倫理）

1

医療技術学部柔道整復学科(202204)
[D20] 幅広い教養を通して柔道整復師の意義を理
解できる

1

経済学部地域経済学科(202304)
[A5] 人文科学、社会科学、自然科学について幅
広い関心と知識を活用して社会を多角的に説明す
る

1

[B13] さまざまな文化に関する知識をもって各地
域に共通する問題を解決するための提案ができる

1

理工学部機械・精密システム工学科
(202304)

[A1] 人文科学，社会科学，自然科学の幅広い知
識から，人類や社会の福祉 増進について考察・
判断することができる

1

[D8] 異なる文化や伝統に関する知識をもって、
多様な考え方を受け入れて判断することができる

1

理工学部航空宇宙工学科(202304)
[A4] 人文科学、社会科学、自然科学に関する知
識を習得し、専門的な活動に活用できる

1

[A6] 航空宇宙分野の問題において、広い分野か
らの知識をもって問題を判断できる

1

理工学部情報電子工学科(202304)
[A2] 多様な背景をもつ人々に対する理解や想像
力を柔軟に育みつづけることができる

1

[C6] 人間と社会と環境の関係の重要性を、人文
科学・社会科学・自然科学の知識を元に理解する
ことができる

1

理工学部バイオサイエンス学科
(202304)

[A1] 専門的な知識にのみに偏らず、豊かな教養
を身につけている（一般教養）

1

[A2] あらゆる生命を大切にし、多様な生命との
共存を意識して行動できる（生命倫理）

1

医療技術学部柔道整復学科(202304)
[D16] 地域医療に貢献するために必要な行動を列
挙できる

1

[E20] 最新の柔道整復学情報の入手方法を述べる
ことができる

1

経済学部地域経済学科(202404)
[A5] 人文科学、社会科学、自然科学について幅
広い関心と知識を活用して社会を多角的に説明す
る

1

理工学部機械・精密システム工学科
(202404)

[A1] 人文科学，社会科学，自然科学の幅広い知
識から，人類や社会の福祉 増進について考察・
判断することができる

1

理工学部航空宇宙工学科(202404)
[A4] 人文科学、社会科学、自然科学に関する知
識を習得し、専門的な活動に活用できる

1

理工学部情報電子工学科(202404)
[C6] 人間と社会と環境の関係の重要性を、人文
科学・社会科学・自然科学の知識を元に理解する
ことができる

1

理工学部バイオサイエンス学科 [A1] 専門的な知識にのみに偏らず、豊かな教養 1
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(202404) を身につけている（一般教養）

医療技術学部柔道整復学科(202404)
[E21] 幅広い教養を通して柔道整復師の意義を理
解できる

1

経済学部地域経済学科(202504)
[A5] 人文科学、社会科学、自然科学について幅
広い関心と知識を活用して社会を多角的に説明す
る

1

理工学部総合理工学科機械・航空宇
宙コース(202504)

[A1] 人文科学、社会科学、自然科学の幅広い知
識から、人類や社会の福祉 増進について考察・
判断することができる

1

理工学部総合理工学科ロボティクス
・AIコース(202504)

[B4] 人間と社会と環境の関係の重要性を、人文
科学・社会科学・自然科学の知識を元に理解する
ことができる

1

理工学部総合理工学科情報科学コー
ス(202504)

[A2] 人間と社会と環境の関係の重要性を、人文
科学・社会科学・自然科学の知識を元に理解する
ことができる

1

理工学部総合理工学科環境バイオテ
クノロジーコース(202504)

[A1] 専門的な知識にのみに偏らず、豊かな教養
を身につけている（一般教養）

1

医療技術学部柔道整復学科(202504)
[E21] 幅広い教養を通して柔道整復師の意義を理
解できる

1

授業の概要
／Course Description

今日の日本社会は、グローバル化されているとともに、国内においては人々の多様化も急進んでき
ています。グローバリゼーションと社会の多様性が進むことによって、異なる文化の人々との接触
が日常化しています。こうした背景を念頭に置きつつ、本講義では、多文化共生、言語コミュニケ
ーションなどのさまざまな視座から学びます。こうした学びを通して、国際感覚があふれる人間に
成長していくだけでなく、多文化共生のために異文化コミュニケーションに関する知識や能力など
を培うことをめざすことです。また、授業では、グループによるデスカッションを行うことがあり
ます。

授業の到達目標
／Course Objectives

・価値観や文化の違いに興味を持ち、それらについて多様な知識を身につけられるようになります
。
・多様な価値観や文化などを尊重し、異なる文化的背景をもつ人とコミュニケーションを取るよう
になります。
・異文化コミュニケーションそのものであることに気づき、国際的な感覚及び能力を身につけるよ
うになります。

成績評価の方法および基準
／Method of Evaluation

方法および基準
／Method of Evaluation

小テスト／Quiz                         20 %
レポート／Report(s)                    50 %
リアクションペーパー／Reaction Paper   30 %

その他コメント
／Comments

100点満点で60点以上を合格します。

試験・課題に対するフィードバッ
ク方法
／Method of Feedback on Exams
and Assignments

フィードバック方法
／Method of Feedback on Exams
and Assignments

授業内で解説を行う／In-Class Feedback、試験やレポート等に
ついて添削し返却する／Returning Exams and Assignments
with Feedback

その他コメント
／Comments

授業形態
／Course Style

講義／Lecture

この授業におけるアクティブ・ラ
ーニングを実現するための教育手
法
／Active Learning Method in
Class

手法
／Active Learning Method in
Class

グループワーク／Group Work

その他コメント
／Comments

授業におけるICTの活用
／Use of ICT in Class

自主学習支援（e-learning（LMS等）を活用）／Self-Study Support(Use of e-learning(LMS,
etc.))

事前事後学修の内容およびそれに
必要な時間
／Study Required Outside of
Class

・講義の内容を事前に予習するようにしてください。また、授業中に学習した内容をまとめた後、
自分の考えや意見などを述べ、感想文として提出してください。(時間の目安：合計2時間)
・そのほかに、期末レポートに向けての復習などに1学期合計30時間程度の時間を割いてください。
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教科書／参考資料（図書・映像）
／Textbooks and Reference
Materials

教科書:特に使用しません。各回使用される講義スライドを事前にLMSにアップロードします。　　
参考文献
書名:『多文化共生のためのテキストブック』,ISBNコード（978-4-7503-3450-9）
著者・編者:松尾知明
発行所:明石書店

その他履修上の注意点
／Notes

・LMSを使用します。
・授業のスケジュールは、進み具合やクラスの状況等により、内容が変更になる場合があります。

実務経験のある教員による授業
／Instructor's Practical
Experience
その他外部資料等 外部資料1

／File1
外部資料2
／File2
外部資料3
／File3
その他コメント
／Comments



曜日・時限・組
／Day・Period・Class

授業計画詳細／Course schedule

担当教員
／Details of the instructor

学習内容・行動目標
／Content of study・Goal to act

備考
／Notes
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第1回 林　春 オリエンテーションを行う
授業概要及び評価方法を説明する
グローバリゼーション

第2回 林　春 ・多文化共生社会とは何か
・「自民族中心主義」と「文化相対主義
」
・「同化主義」「多文化主義」から「多
文化共生」へ

第3回 林　春 ・中国残留邦人
・日系南米人
・かつて日本は移民の送り出し国

第4回 林　春 ・技能研修生
・看護師・介護福祉士の受け入れの現状

第5回 林　春 ・多文化との共生のために必要なこと
・文化接触とこころの反応

第6回 林　春 ・ほめ方
・叱り方

第7回 林　春 ・言語コミュニケーションの謝り方
・文化相対論

第8回 林　春 ・自己紹介
・誘い方と断り方

第9回 林　春 コミュニケーション・スタイル

第10回 林　春 双方向コミュニケーション・ターンテー
キング

第11回 林　春 日本・中国・アメリカの贈物文化

第12回 林　春 日本・中国・韓国の正月の民俗

第13回 林　春 日本・中国・アメリカの大衆文化

第14回 林　春 漢詩と日本文学者

第15回 林　春 学修内容の振り返り


